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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成26年6月19日(2014.6.19)

【公開番号】特開2013-10620(P2013-10620A)
【公開日】平成25年1月17日(2013.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2013-003
【出願番号】特願2011-145512(P2011-145512)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ  26/02     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/325    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ  26/02    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/20    １１７Ａ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月2日(2014.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射型の光センサーと、インクリボンを収容したリボンカートリッジのリボンケースと
、の間隙に処理テープの送り経路を構成し、
　前記光センサーにより、前記送り経路上における前記処理テープの有無を検出するテー
プ検出構造であって、
　前記リボンケースは、前記光センサーと対峙するセンサー対峙部を有し、
　前記センサー対峙部は、少なくとも前記光センサーの光を受ける部分が暗色に着色され
ていることを特徴とするテープ検出構造。
【請求項２】
　前記センサー対峙部は、黒色のラベルで構成されていることを特徴とする請求項１に記
載のテープ検出構造。
【請求項３】
　前記センサー対峙部は、前記リボンケースから露出した前記インクリボンの近傍に配置
されていることを特徴とする請求項１または２に記載のテープ検出構造。
【請求項４】
　請求項３に記載のテープ検出構造と、
　前記光センサーに対し前記処理テープの送り方向下流側に配設され、前記処理テープを
送りながら前記インクリボンからの熱転写による印刷を行う印刷・送り手段と、
　前記光センサーの検出結果に基づいて、前記印刷・送り手段を制御する制御手段と、を
備えたことを特徴とするテープ印刷装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記光センサーが前記センサー対峙部を検出し続けたときに、前記処
理テープ「無」と判断して、前記印刷・送り手段を停止させることを特徴とする請求項４
に記載のテープ印刷装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明のテープ検出構造は、反射型の光センサーと、インクリボンを収容したリボンカ
ートリッジのリボンケースと、の間隙に処理テープの送り経路を構成し、光センサーによ
り、送り経路上における処理テープの有無を検出するテープ検出構造であって、リボンケ
ースは、光センサーと対峙するセンサー対峙部を有し、センサー対峙部は、少なくとも光
センサーの光を受ける部分が暗色に着色されていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この構成によれば、センサー対峙部において、少なくとも光センサーの光を受ける部分
が暗色に着色されているため、センサー対峙部に到達した光センサーの光を、この部分に
反射することなく確実に吸収させることができる。すなわち、リボンケースを活用して、
処理テープの有無を精度良く検出することができる。なお、リボンケースでは、露出する
インクリボンの近傍、ひいては印刷ヘッドの近傍に光センサーを配置することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この構成によれば、リボンケースのケース色が黒色（暗色）で無い場合において、リボ
ンケースに塗装等の着色加工を施すことなく、センサー対峙部を簡単に構成することがで
きる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、センサー対峙部は、リボンケースから露出したインクリボンの近傍に配置されて
いることが好ましい。
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